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『
か
や
く
き
物
語
』
の
生
成

『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
の
伝
流

髙

橋

諒

は
じ
め
に

『
か
や
く
き
物
語
』
と
題
さ
れ
た
写
本
が
あ
る
。
内
容
は
、『
う
つ
ほ
物

語
』
楼
の
上
上
・
下
巻
に
あ
た
る
が
、
外
題
の
「
か
や
く
き
」
と
、
内
容

上
の
接
点
が
な
い
と
い
う
不
可
思
議
な
写
本
で
あ
る
。

か
や
く
き
（

）」
と
は
、
イ
ワ
ヒ
バ
リ
科
の
鳥
「
か
や
く
ぐ
り
（
茅

潜
）」
の
異
名
で
あ
る
。『
為
忠
家
後
度

１
）

百
首
』
に
は
、

色
々
の
花
に
ま
ぎ
る
る
か
や
く
き
を
か
る
と
て
野
べ
に
暮
し
つ
る
哉

（
雑
十
五
首
・
小
鷹
狩
・
七
四
五
）

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
に
ま
ぎ
れ
て
歩
く
か
や
く
き
の
姿
が
詠
ま
れ
る
。

ま
た
、『
千
五
百
番
歌
合
』
の
一
二
七
八
番
の
判
詞
に
は
、「
ま
が
き
の
も

と
の
か
や
く
き
」
と
あ
る
。

千
二
百
七
十
八
番

左

前
権
僧
正

ね
ざ
め
す
る
わ
が
た
ま
く
ら
の
秋
の
つ
ゆ
は
は
る
も
お
き
け
り
い
つ

も
お
き
け
り

（
二
五
五
四
）

右

雅
経

お
も
ひ
か
ね
つ
れ
な
き
な
か
に
ま
つ
事
は
く
ら
せ
る
よ
ひ
の
夢
の
か

よ
ひ
ぢ

（
二
五
五
五
）

左
歌
、
上
句
に
ね
ざ
め
の
秋
の
つ
ゆ
は
春
も
お
き
け
り
と
侍
る

に
、
秋
の
み
な
ら
ず
と
は
き
こ
え
侍
る
に
、
又
い
つ
も
お
き
け

り
と
侍
る
こ
そ
思
ひ
が
た
く
侍
れ
、
第
五
句
は
べ
る
べ
く
は
春

も
お
き
け
り
と
侍
ら
ず
と
も
き
こ
え
侍
り
な
ん
と
申
す
べ
き

に
、
惣
に
つ
け
別
に
つ
け
て
、
た
し
か
に
申
し
お
く
事
も
侍
ら

ば
、
あ
し
か
ら
ず
も
や
侍
る
ら
ん

右
歌
、
こ
し
の
句
の
、
ま
つ
こ
と
は
と
い
へ
る
ぞ
、
あ
ま
り
に

た
だ
詞
に
て
侍
れ
ど
、
下
句
な
ど
宜
し
く
侍
る
め
り
、
勝
負
は

お
ろ
か
な
る
心
難
及
は
べ
り
、
ま
が
き
の
も
と
の
か
や
く
き
、

あ
ま
つ
そ
ら
の
雲
に
か
け
り
が
た
し
、
井
の
う
ち
の
か
は
づ
、

わ
た
つ
み
の
な
み
を
し
の
ぐ
に
あ
た
は
ざ
る
を
や

「
か
や
く
ぐ
り
（
茅
潜
）」
の
名
の
通
り
、
草
む
ら
や
花
々
、
籬
な
ど
の

下
に
隠
れ
る
習
性
を
持
つ
鳥
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
惺
窩
和
歌
集
』
巻
五
の
「
寄
長
嘯
子
」
の
長
大
な
詞
書
の
中
で
、「
か

や
く
き
」
と
「
籬
」
が
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が

え
る
。

寄
長
嘯
子

か
や
く
き
の
籬
に
か
け
る
よ
る
べ
も
あ
さ
は
か
に
、
に
ほ
の
浮
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巣
の
た
ゞ
よ
ふ
い
と
な
み
も
あ
だ
な
れ
ど
、
さ
ば
か
り
だ
に
な

く
て
、
か
く
や
つ
〳
〵
し
き
身
に
し
も
あ
り
け
る
か
な
や
、

（
中
略
）
つ
み
ゆ
る
べ
た
ま
ひ
て
ん
と
よ

君
が
す
む
山
の
田
ぶ
せ
に
ふ
せ
い
ほ
を
我
も
む
す
ば
な
ち
ぎ
り
た
が

ふ
な
ゆ
め

（
九
八
）

に
ご
る
さ
け
に
こ
ら
ぬ
人
と
よ
し
ゑ
や
し
ゑ
ひ
な
き
し
つ
ゝ
わ
ら
は

な
む
や
ぞ

（
九
九
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
か
や
く
き
物
語
」
と
い
う
書
名
に
は
、「
さ
ま
ざ

ま
な
物
語
（
あ
る
い
は
巻
）
の
中
に
隠
れ
た
一
つ
の
物
語
」
と
い
っ
た
意

が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
村
忠
行
が
、
こ
の
書
名
を
示
し
、「
系

統
未
勘
本
」
と
位
置
づ

２
）

け
て
以
来
、
高
橋
亨
が
『
か
や
く
き
物
語
』
の
名

を
挙
げ
、
存
在
を
示
す
こ
と
は
あ

３
）

っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
素
性

の
写
本
で
あ
る
の
か
、
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
伝
本
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
本
文
系
統
を

未
勘
と
さ
れ
て
き
た
『
か
や
く
き
物
語
』
に
関
し
て
報
告
を
す
る
と
と
も

に
、『
か
や
く
き
物
語
』
が
、
ど
の
よ
う
な
伝
来
を
も
っ
て
成
立
し
た
の

か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
諸
本
と
書
誌

『
か
や
く
き
物
語
』
の
現
存
諸
本
は
、
現
在
ま
で
調
査
し
た
限
り
で
、

五
本
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
誌
を
記
す
。〔

〕
内
は
略
称
で
あ
る
。
便
宜

上
、
一
面
行
数
に
よ
っ
て
、
諸
本
を
区
分
け
し
た
。

【
１
】
一
〇
行
本

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
写
本
〔
狩
野
本
〕

【
書
写
年
代
】
江
戸
中
期
。

【
装

訂
】
袋
綴
。

【
巻
冊
数
】
二
巻
二
冊
。

【
寸

法
】
上
下
巻
と
も
に
、
縦
二
三
・
七
糎
、
横
一
六
・
六
糎
。

【
表

紙
】
表
表
紙
は
、
茶
色
布
目
型
押
表
紙
。
裏
表
紙
は
、
黄
色
卍
型

繫
表
紙
。

【
料

紙
】
楮
紙
。

【
外

題
】
表
紙
左
肩
書
題

（
縦
一
五
・
一
糎
、
横
三
・
一
糎
）
に
、

「
か
や
く
き
物
語

上
（
下
）」
と
あ
る
。
上
巻
は
灰
色
題

、
下
巻
は
水
色
題

。

【
内

題
】
な
し
。

【
丁

数
】（
上
巻
）
八
二
丁
、（
下
巻
）
九
九
丁
、
全
一
八
一
丁
。

【
一
面
行
数
】
一
〇
行
。
一
行
一
八
字
程
度
。
字
面
高
さ
は
、
上
・
下
巻

と
も
に
、
一
八
・
八
糎
。
和
歌
は
二
字
下
げ
で
始
ま
る
が
、

一
字
又
は
三
字
下
げ
が
間
々
あ
り
、
歌
末
は
、
地
の
文
に
そ

の
ま
ま
繫
が
る
形
式
。

【
奥

書
】
な
し
。

【
蔵
書
印
】
前
見
返
し
中
央
に
、「
東
北
帝
╱
国
大
学
╱
図
書
印
」（
朱
陽

方
）。
上
巻
一
丁
オ
モ
テ
右
肩
に
、「
荒
井
泰
治
氏
ノ
寄
附
金

ヲ
以
テ
購
入
セ
ル
文
学
博
士
狩
野
亨
吉
氏
旧
蔵
書
」（
陽
朱

長
方
双
枠
）。
上
巻
一
丁
オ
モ
テ
右
下
に
、「
阿
波
国
文

庫
」・「
不
忍
文
庫
」（
陽
朱
長
方
双
枠
）。
上
巻
後
見
返
し
・

下
巻
九
九
丁
ウ
ラ
の
中
央
下
に
、「
阿
波
国
文
庫
」（
陽
朱
長

方
）。
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慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
写
本
〔
慶
大
本
〕

【
書
写
年
代
】
江
戸
中
期
。

【
装

訂
】
袋
綴
。

【
巻
冊
数
】
二
巻
二
冊
（
但
し
、
上
巻
は
佐
方
宗
佐
の
注
し
た
『
か
や
く

き
抄
』。）

【
寸

法
】（
下
巻
）
縦
二
四
・
二
糎
、
横
一
六
・
九
糎
。

【
表

紙
】（
下
巻
）
茶
色
桜
花
散
ら
し
表
紙
。

【
料

紙
】
楮
紙
。

【
外

題
】（
下
巻
）
表
紙
左
肩
書
題

（
縦
一
七
・
五
糎
、
横
三
・
八

糎
）
に
、「
か
や
く
き
物
語

〔
下
〕」
と
あ
る
（
亀
甲
括
弧

は
擦
跡
よ
り
推
定
）。

【
内

題
】
遊
紙
左
肩
に
「
か
や
く
き
物
語

下
」
と
あ
る
。

【
丁

数
】（
下
巻
）
九
九
丁
、
全
一
〇
二
丁
（
う
ち
遊
紙
三
丁
）。

【
一
面
行
数
】（
下
巻
）
一
〇
行
。
一
行
一
七
字
程
度
。
字
面
高
さ
は
、

一
九
・
四
糎
。
和
歌
は
二
字
下
げ
で
始
ま
る
が
、
歌
末
は
、

地
の
文
に
そ
の
ま
ま
繫
が
る
形
式
。

【
奥

書
】
な
し
。

【
蔵
書
印
】
遊
紙
の
右
下
に
蔵
書
印
と
思
わ
れ
る
跡
が
あ
る
が
、
切
り
取

ら
れ
て
い
る
。

【
備

考
】
上
巻
は
、『
か
や
く
き
抄
』
で
、『
か
や
く
き
物
語
』
と
は
全

く
の
別
物
で
あ
る
。
上
巻
を
佚
し
た
『
か
や
く
き
物
語
』
下

巻
に
、「
か
や
く
き
」
の
書
名
に
引
か
れ
て
、
後
人
に
よ
り

『
か
や
く
き
抄
』
が
上
巻
に
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
下
巻
を
対
象
に
書
誌
を
記
し

た
。

実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
写
本
〔
黒
川
本
〕

【
書
写
年
代
】
江
戸
中
後
期
。

【
装

訂
】
袋
綴
。

【
巻
冊
数
】
二
巻
二
冊
。

【
寸

法
】（
上
巻
）
縦
二
二
・
九
糎
、
横
一
六
・
一
糎
。（
下
巻
）
縦
二

二
・
八
糎
、
横
一
六
・
一
糎
。

【
表

紙
】
利
休
鼠
色
龍
丸
散
ら
し
表
紙
。
龍
丸
散
ら
し
は
、
表
表
紙
・

裏
表
紙
と
も
に
存
す
る
が
、
上
巻
は
上
段
、
下
に
は
下
段
に

位
置
す
る
。

【
料

紙
】
楮
紙
。

【
外

題
】
表
紙
左
肩
書
題

（
縦
一
七
・
七
糎
、
横
三
・
七
糎
）
に
、

「
か
や
く
き
物
語

上
（
下
）」
と
あ
る
。

【
内

題
】
な
し
。

【
丁

数
】（
上
巻
）
八
二
丁
、（
下
巻
）
九
九
丁
、
全
一
八
一
丁
。

【
一
面
行
数
】
一
〇
行
。
一
行
一
八
字
程
度
。
字
面
高
さ
は
、
上
巻
が
二

〇
・
一
糎
、
下
巻
が
一
九
・
五
糎
。
和
歌
は
二
字
下
げ
で
始

ま
る
が
、
一
字
又
は
三
字
下
げ
が
間
々
あ
り
、
歌
末
は
、
地

の
文
に
そ
の
ま
ま
繫
が
る
形
式
。

【
奥

書
】
な
し
。
上
巻
の
前
見
返
し
に
付
箋
を
貼
付
し
「
か
や
く
き
物

語
ハ
宇
津
保
物
か
た
り
の
╱
楼
の
上
の
上
下
な
り
」
と
朱
書

す
る
。

【
蔵
書
印
】
上
下
冊
の
右
肩
に
「
物
語
」（
陽
朱
円
形
）、
一
丁
オ
モ
テ
右

下
に
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」・「
黒
川
真
道
蔵
書
」（
陽
朱
長

方
）、「
黒
川
╱
真
賴
」（
陽
朱
円
形
）。
後
見
返
し
左
下
に

「
実
践
女
子
大
╱
学
図
書
館
印
」（
陽
朱
楕
円
形
）。
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実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
写
本
〔
山
岸
本
〕

【
書
写
年
代
】
昭
和
三
十
三
年
。

【
装

訂
】
袋
綴
。

【
巻
冊
数
】
二
巻
二
冊
。

【
寸

法
】
上
下
巻
と
も
に
、
縦
二
七
・
一
糎
、
横
一
九
・
七
糎
。

【
表

紙
】
紺
色
表
紙
。

【
料

紙
】
斐
紙
。

【
外

題
】
表
紙
左
肩
書
題

（
縦
一
八
・
六
糎
、
横
三
・
三
糎
）
に
、

「
か
や
く
き
物
語

上
（
下
）」
と
あ
る
。

【
内

題
】
な
し
。

【
丁

数
】（
上
巻
）
八
五
丁
、（
下
巻
）
一
〇
一
丁
、
全
一
八
六
丁
（
う

ち
遊
紙
五
丁
）。

【
一
面
行
数
】
一
〇
行
。
一
行
一
八
字
程
度
。
字
面
高
さ
は
、
上
巻
が
二

〇
・
三
糎
、
下
巻
が
一
九
・
二
糎
。
和
歌
は
二
字
下
げ
で
始

ま
る
が
、
一
又
は
三
字
下
げ
が
間
々
あ
り
、
歌
末
は
、
地
の

文
に
そ
の
ま
ま
繫
が
る
形
式
。

【
奥

書
】
透
写
本
自
体
の
奥
書
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
。

（
上
巻
）
か
や
く
き
宇
都
保
国
譲
巻
也

黒
川
本
書
写
了

昭
和
三
十
三
年

賓
上
浣
和
子

写

同

賓
五
月
三
十
一
日
朝

岸
廼
舎
記
之

連
日
旱
天
水
道
枯
渇
云
々

前
半
主
筆
校
訂
有
之

（
下
巻
）
か
や
く
き
物
語

下
巻

奥
書
無
之
、
半
紙
本
二
冊

国
譲

黒
川
真
頼
旧
蔵
書
云
々

宇
都
保
物
語
楼
上
巻
之

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
三
日
写
了

和
子
持
参
焉

同
月
十
日
半
夜
綴
了

岸
廼
舎
識

此
巻
主
筆
校
訂
無
之
云
々

【
蔵
書
印
】
上
下
巻
の
表
紙
右
下
・
前
付
一
丁
オ
モ
テ
右
下
に
、「
山
岸

文
庫
」（
陽
朱
長
方
双
枠
）。
奥
書
丁
末
の
左
下
に
「
実
践
女

子
大
╱
学
図
書
館
蔵
」（
陽
朱
楕
円
形
）。

【
備

考
】
黒
川
本
の
透
写
本
。
奥
書
の
「
岸
廼
舎
」
は
山
岸
徳
平
の

号
。

【
２
】
一
五
行
本

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
写
本
〔
京
大
本
〕

【
書
写
年
代
】
江
戸
中
期
。

【
装

訂
】
袋
綴
。

【
巻
冊
数
】
四
巻
四
冊
。

【
寸

法
】
四
巻
と
も
に
、
縦
二
七
・
九
糎
、
横
二
一
・
五
糎
。

【
表

紙
】
薄
茶
色
縦
波
刷
毛
目
渋
引
表
紙
。
そ
の
上
に
、
後
補
の
薄
茶

色
表
紙
が
あ
る
。

【
料

紙
】
楮
紙
。

【
外

題
】
中
央
直
書
「
か
や
く
き
一
（
〜
四
）
」。
後
補
表
紙
に
は
、
左
肩

双
辺
書
題

（
縦
一
七
・
六
糎
、
横
四
・
〇
糎
）
に
、「
か

や
く
き
物
語

一
（
〜
四
）」
と
あ
る
。

【
内

題
】
な
し
。

【
丁

数
】（
一
巻
）
二
三
丁
、（
二
巻
）
二
一
丁
、（
三
巻
）
二
八
丁
、

（
四
巻
）
二
四
丁
、
全
九
六
丁
（
う
ち
遊
紙
三
丁
）。
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【
一
面
行
数
】
一
五
行
。
一
行
二
六
字
程
度
。
字
面
高
さ
は
、
四
巻
と
も

に
、
二
二
・
三
糎
。
和
歌
は
三
字
下
げ
で
始
ま
る
が
、
歌
末

は
、
地
の
文
に
そ
の
ま
ま
繫
が
る
形
式
。

【
奥

書
】
な
し
。
後
補
表
紙
前
見
返
し
の
右
肩
付
箋
（
縦
十
七
・
五

糎
、
横
五
・
二
糎
）
に
、「
宇
津
保
物
語
「
楼
の
上
」
の
写

本
也
╱
一
、
二
は
上
。
三
、
四
は
下
に
当
る
。
下
は
三
、
第
二
枚

オ
５
、
一
本
四
ノ

始
リ
二

四
行
有

╱
三
は
大
原
本
は
一
八
頁
最
後
の
行
よ
り
、
╱
四
は
同

書
は
七
四
頁
第
十
一
行
よ
り
初
ま
る
」（
割
注
は
、
鉛
筆
書

き
、
そ
の
他
は
朱
書
）
と
あ
る
。

【
蔵
書
印
】
一
丁
オ
モ
テ
右
肩
「
滋
野
井
文
庫
」（
陽
朱
長
方
双
枠
）、
一

丁
オ
モ
テ
上
「
京
都
╱
帝
国
大
学
╱
図
書
之
印
」（
陽
朱

方
）・「235317

╱
大
正11 8 7
」（
陽
黒
楕
円
形
）、
一
丁

オ
モ
テ
右
下
「
公
麗
之
印
」（
陽
朱
円
形
）。

【
備

考
】
滋
野
井
公
麗
の
蔵
書
印
よ
り
、
書
写
年
代
の
下
限
は
、
天
明

元
（
一
七
八
一
）
年
と
知
ら
れ
る
。

以
上
、
書
誌
を
踏
ま
え
て
、
考
察
を
行
う
。

二
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
諸
本
間
の
関
係

ま
ず
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
諸
本
の
関
係
を
見
て
い
く
。【
１
】
一
〇

行
本
・【
２
】
一
五
行
本
の
そ
れ
ぞ
れ
を
吟
味
し
、
先
後
関
係
を
推
定
し

た
い
。

一
〇
行
本
に
関
し
て
は
、
四
本
と
も
、
改
行
・
改
丁
・
改
冊
箇
所
が
す

べ
て
同
じ
と
い
う
形
態
的
特
徴
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
行
か
ら
一
文
字
だ

け
左
に
ず
れ
る
、
一
文
字
分
空
け
る
な
ど
、
文
字
の
位
置
ま
で
共
通
す

る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
本
も
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
。
近
世

期
の
写
本
で
は
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
す
る
も
の
が
多
い
。
書
写
者
に

は
、
親
本
に
忠
実
に
あ
ろ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
〇
行
本
に
は
、
そ
の
よ
う
な
書
写
者
の
態
度
が
表
れ
て
い
る
。

で
は
、
一
〇
行
本
間
の
具
体
的
な
関
係
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
山
岸

本
は
、
黒
川
本
の
透
写
本
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
除
き
、
狩
野
本
・
慶
大

本
・
黒
川
本
、
こ
れ
ら
三
本
の
関
係
を
考
え
た
い
。

例
え
ば
、「
あ
ら
そ
ふ
」・「
あ
ら
か
ふ
」
の
よ
う
に
、
語
の
別
に
よ
る

意
味
の
相
違
は
三
本
間
に
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
、
三
本
の
関
係

性
が
最
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
表
記
で
あ
る
。
表
記
は
、
派
生
を

考
え
る
上
で
、
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
、
一
〇
行
本
の
場

合
、
親
本
に
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
た
め
、
尚
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
掲

げ
る
箇
所
は
、
そ
う
し
た
表
記
の
違
い
が
、
如
実
に
表
れ
て

４
）

い
る
。

ひ
て
は
い
と
う
つ
く
し
け
な
る
か
た
へ
ま
ろ
に
も
い
ふ
に
も
み
せ
し

思
ふ
や
う
あ
り
と
て
物
し
給
な
る
な
と
聞
へ
給
て
い
て
給
ぬ
源
中
納

言
い
ら
へ
し
て
帰
給
と
て
よ
そ
な
か
ら
車
と
ゝ
め
て
見
給
に
け
に
こ

の
ろ
う
い
と
い
み
し
き
見
も
の
に
そ
あ
る
か
し
と
い
と
ら
う
〳
〵
し

く
た
ゝ
き
て
か
く
聞
へ
ち
ふ
と
き
ね
と
て

か
ら
も
り
か
や
と
を
み
ん
と
て
玉
ほ
こ
に
め
を
つ
け
ん
こ
そ
か

た
は
人
な
る

と
思
ひ
給
ふ
れ
は
ま
う
す
き
ぬ
る
か
は
ら
よ
り

（
黒
川
本
╱
下
巻
一
一
オ
）

傍
線
が
、《
黒
川
本
》
と
《
狩
野
本
・
慶
大
本
》
の
間
に
お
け
る
字
母
の

異
同
箇
所
。
二
重
傍
線
は
、
仮
名
の
異
同
箇
所
で
あ
る
。
字
母
の
異
同

は
、
黒
川
本
の
「
曽
」「
尓
」「
介
」「
久
」「
越
」「
奴
」
に
対
し
、
そ
れ
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ぞ
れ
「
所
」「
丹
」「
遣
」「
具
」「
遠
」「
怒
」
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
の

異
同
は
、
黒
川
本
の
「
ち
」
に
対
し
、「
て
」
で
あ
る
。
字
母
と
仮
名
、

ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
狩
野
本
・
慶
大
本
の
間
に
は
、
異
同
は
な
く
、

《
狩
野
本
・
慶
大
本
》
と
《
黒
川
本
》
の
間
に
の
み
、
異
同
が
存
在
す

る
。さ

ら
に
、
も
う
一
例
掲
げ
る
。

と
か
き
つ
け
て
お
き
給
心
ち
も
い
と
か
な
し
引
あ
て
ゝ
嶺
た
に
分
し

こ
ゝ
ろ
に
は

も
み
ち
の
せ
き
を
こ
と
ゝ
や
は
せ
し

か
た
み
に
哀
に
お
ほ
す
と
か
き
り
な
し
犬
宮
も
か
へ
て
の
こ
と
の
う

へ
に
ち
り
お
ほ
ひ
た
る
を

ま
ろ
か
ひ
く
う
ら
や
ま
し
と
や
こ
と
の
う
へ
に

ま
へ
て
も
と
は
り
は
つ
か
し
と
そ
思

と
の
給
て
す
ゑ
も
の
給
は
ぬ
を
か
ん
の
殿
い
か
に
か
猶
の
給
は
せ
よ

〳
〵
と
ゝ
か
ゝ
る
ね
を
ひ
か
ん
と
の
給
は
す
こ
の
は

松

風
の
あ
ら

き
を
と
に
い
と

（
黒
川
本
╱
下
巻
一
六
ウ
）

字
母
の
異
同
は
、
黒
川
本
の
「
尓
」「
越
」
に
対
し
、「
丹
」「
遠
」
で
あ

る
。
字
体
の
異
同
と
し
て
四
角
囲
み
し
た
箇
所
は
、
黒
川
本
の
「
松
」
に

対
し
、「
枩
」
で
あ
る
。

ま
た
、《
黒
川
本
》
と
《
狩
野
本
・
慶
大
本
》
の
間
に
は
、
漢
字
・
仮

名
の
別
が
あ
る
。
そ
の
峻
別
に
お
い
て
、
狩
野
本
と
慶
大
本
は
、
一
致
を

見
せ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
さ
か
の
院
」
の
「
さ
か
」
を
、《
黒
川
本
》
で
は
、
仮
名
表

記
す
る
の
に
対
し
、《
狩
野
本
・
慶
大
本
》
で
は
、「
嵯
峨
」
と
漢
字
表
記

す
る
。
な
お
、
下
巻
九
〇
ウ
の
み
、
狩
野
本
・
慶
大
両
本
と
も
に
漢
字
表

記
に
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
狩
野
本
と
慶
大
本
は
、
一
致
を
見
せ
る
。

そ
の
他
に
、
漢
字
・
仮
名
の
別
に
関
し
て
、《
黒
川
本
》
と
《
狩
野
本
・

慶
大
本
》
間
の
異
同
は
、
三
九
オ
「
昔
わ
れ
と
ひ
と
し
」
の
「
わ
れ
」
で

あ
る
。《
黒
川
本
》
が
仮
名
表
記
す
る
の
に
対
し
、《
狩
野
本
・
慶
大
本
》

は
、「
我
」
と
漢
字
表
記
す
る
。

以
上
、
狩
野
本
と
慶
大
本
の
間
に
は
表
記
の
差
異
が
少
な
く
、《
黒
川

本
》
と
《
狩
野
本
・
慶
大
本
》
の
間
に
、
差
異
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
確
認

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
狩
野
本
と
慶
大
本
は
、
近
似
し
た
本
文
を
有

し
て
い
る
と
分
か
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
誤
写
と
お
ぼ
し
い

異
同
か
ら
も
、
裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
と
な
き
を
誰
に
か
は
か
く
な
し
ち
き
り
は
か
り
の

（
狩
野
本
╱
下
巻
二
八
オ
）

こ
と
な
き
を
誰
に
か
な
く
な
し
ち
き
り
は
か
り
の

（
慶
大
本
╱
同
二
八
オ
）

字
母
で
示
せ
ば
、
狩
野
本
「
八
可
久
」
に
対
し
、
慶
大
本
「
奈
久
」
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
先
後
関
係
は
見
極
め
難
い
が
、「
八
可
」
と
「
奈
」
は
、

数
回
の
書
写
を
経
て
、
く
ず
し
方
が
似
通
い
、
誤
写
す
る
可
能
性
が
起
き

よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
狩
野
本
と
慶
大
本
が
、
直
接
的
な
関
係
に
な
い
こ

と
も
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
八
可
」
と
「
奈
」
の
間
に
、
ど
ち
ら

と
も
判
別
し
得
る
字
を
有
す
る
写
本
が
、
介
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
誤
写

は
起
こ
り
え
な
い
。

次
に
、
一
五
行
本
に
関
し
て
述
べ
る
。
前
掲
の
書
誌
よ
り
、
一
〇
行
本

と
は
、
巻
冊
・
寸
法
・
外
題
の
上
で
一
五
行
本
は
異
な
る
。
現
存
本
は
、

京
大
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
一
五
行
本
の
形
態
が
、
一
〇
行
本
と
同
様
、

一
五
行
本
の
親
本
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
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あ
る
い
は
、
該
本
の
関
係
者
が
、
忠
実
に
書
写
せ
ず
、
装
訂
も
改
め
た
の

か
、
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

蔵
書
印
か
ら
滋
野
井
公
麗
が
、
該
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
書
写
者
も
、
公
麗
本
人
の
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
該
本
の
筆

跡
は
、
行
間
の
な
い
ほ
ど
、
行
を
詰
め
た
走
り
書
き
で
あ
り
、
公
麗
が
書

写
し
た
他
作
品
の
筆
跡
と
比
し
て
も
、
公
麗
が
書
写
し
た
と
判
定
し
難

い
。な

お
、
書
写
者
が
急
い
で
書
写
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
の
が
、
一

五
行
本
に
存
す
る
五
つ
の
脱
落
箇
所
で
あ
る
。

二
所
ひ
き
あ
は
せ
給
て
犬
宮
に

Ａ

さ
て
あ
り
か
た
く
て
い
ま
よ

り
し
か
を
し
へ
奉
り
た
ら
ん

（
京
大
本
╱
三
巻
四
ウ
）

左
右
と

Ｂ

は
し
ま
さ
ん
さ
ま
の
よ
う
い
せ
ん
と
て

（
同
╱
四
巻
一
オ
）

右
大
将
ま
い
り
給
て
御
は
し
に
御
車
よ
せ
て

Ｃ

と
あ
る
御
返
う

け
た
ま
は
り
ぬ

（
同
╱
同
六
オ
）

犬
宮
お
ろ
し
奉
り
給
右
大
将
い
た
き

Ｄ

る
こ
と
ま
た
あ
ら
し
と

み
え
聞
え
た
り

（
同
╱
同
七
ウ
）

内
侍
の
か
み
に
な
さ
せ
給
し
御
心
は
へ
か
き

Ｅ

な
り

（
同
╱
同
一
二
ウ
）

Ａ
〜
Ｅ
の
脱
落
箇
所
か
ら
、
あ
る
共
通
し
た
特
徴
を
見
出
せ
る
。
そ
れ

は
、
脱
落
箇
所
が
、
一
〇
行
本
の
見
開
き
一
丁
分
と
一
致
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
一
〇
行
本
の
該
当
箇
所
を
掲
出
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。Ａ

お
な
し
く
ひ
か
せ
〜
な
と
聞
へ
給
へ
は

（
黒
川
本
╱
下
巻
八
ウ
〜
九
オ
）

Ｂ

て
ろ
う
よ
り
お
ろ
す
〜
を
も

は
ん
お
は
し

（
同
╱
同
五
一
ウ
〜
五
二
ウ
）

Ｃ

右
大
殿
大
納
言
三
〜
ん
な
し
や
侍
ら
ん

（
同
╱
同
六
一
ウ
〜
六
二
オ
）

Ｄ

奉
り
給
て
木
丁
の
〜
や
う
か
し
給
か
ゝ

（
同
╱
同
六
五
ウ
〜
六
六
オ
）

Ｅ

り
な
く
む
か
し
の
〜
て
か
き
な
ら
し
し

（
同
╱
同
七
五
ウ
〜
七
六
ウ
）

Ｂ
を
除
き
、
ち
ょ
う
ど
見
開
き
一
丁
分
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、
書
写
す
る
過
程
で
、
紙
を
急
い
で
捲
る
あ
ま
り
に
、
見
開
き

一
丁
分
を
飛
ば
し
た
こ
と
が
、
分
か
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
は
、
五
二
ウ
冒
頭

に
あ
た
る
「
は
ん
お
は
し
」
ま
で
を
欠
如
す
る
。
同
様
に
、
見
開
き
一
丁

分
を
超
え
、
冒
頭
箇
所
も
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
と
見
え
る
。

ま
た
、
一
五
行
本
は
、
目
移
り
に
よ
る
脱
文
も
複
数
存
在
す
る
。
そ
の

う
ち
、
一
〇
行
本
を
親
本
と
判
断
で
き
る
最
た
る
例
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

す
ゝ
き
む
ら
鳥
の
か
た
を
色
々
に
ぬ
は
せ
給
へ
り

い
と
な
ま
め
か
し
く
さ
ま
〳
〵
に
お
か
し
う
し
り
か
ひ
に
も

（
黒
川
本
╱
上
巻
六
七
オ
）

ひ
給
は
ん
ほ
と
も
き
か
ま
ほ
し
き
物
か
な
よ
に
な
か

ら
ひ
給
は
ん
ほ
と
も
や
す
き
こ
と
さ
て
御
ひ
め
君

（
同
╱
下
巻
二
四
ウ
）

京
大
本
で
は
「
す
ゝ
き
む
ら
鳥
の
か
た
を
色
々
に
お
か
し
う
し
り
か
ひ
に

も
」（
二
巻
一
二
ウ
）、「
ひ
給
は
ん
ほ
と
も
や
す
き
こ
と
さ
て
御
ひ
め
君
」

（
三
巻
一
三
オ
）
と
あ
る
が
、
黒
川
本
の
傍
線
部
を
脱
す
る
。
一
〇
行
本
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を
親
本
と
す
れ
ば
、
急
い
で
書
写
す
る
過
程
で
、
目
移
り
に
よ
る
脱
文
が

起
こ
っ
た
と
首
肯
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
脱
落
箇
所
と
目

５
）

移
り
か
ら
、
一
五
行
本
は
、
あ
る
時
点

で
、
一
〇
行
本
を
基
に
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、『
か

や
く
き
物
語
』
の
諸
本
は
、
初
め
に
一
〇
行
本
が
存
在
し
、
後
か
ら
一
五

行
本
が
で
き
た
、
と
い
う
先
後
関
係
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
五
行

本
と
い
う
形
態
は
、
忠
実
に
改
行
・
改
丁
・
改
冊
箇
所
ま
で
一
致
さ
せ
て

書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
写
本
を

借
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
書
写
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
急
ぐ

必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
蔵
書
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
、
大
本
で
装
訂

し
た
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
諸
本
の
関
係
を
論
じ
て
き
た
。
こ
う
し

た
『
か
や
く
き
物
語
』
の
本
文
は
、
諸
本
間
で
、
細
か
な
異
同
は
あ
る
も

の
の
、
概
ね
同
一
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、『
う
つ
ほ
物

語
』
の
諸
本
と
『
か
や
く
き
物
語
』
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
前
提
と
な
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
と
そ
の
本
文
系
統

に
関
し
て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

三
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
の
諸
本
と
特
徴

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
は
、
前
田
本
・
浜
田
本
・
木
曽
本
・
流
布
本

の
四
系
統
に
区
分
さ

６
）

れ
る
。
四
系
統
の
関
係
は
、
二
次
共
通
祖
本
を
同
じ

く
し
、
そ
こ
か
ら
、
各
々
派
生
し
た
も
の
で

７
）

あ
る
。
流
布
本
系
統
は
、
脱

落
や
補
写
、
錯
簡
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
前
田
本
系
統
と
浜
田
本
系
統
の

取
り
合
わ
せ
で
あ
る
た
め
、
実
質
は
こ
れ
を
除
い
た
三
系
統
に
な
る
だ
ろ

う
。

そ
の
う
ち
、
現
在
、
最
善
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
尊
経
閣

文
庫
蔵
前
田
家
一
三
行
本
（
通
称
、
前
田
本
）
で

８
）

あ
る
。
こ
の
前
田
本
の

箱
書
に
は
、「
宇
津
保
物
語
╱
慶
安
四
年
七
月
╱
後
水
尾
天
皇
所
╱
賜
我

╱
黄
門
利
常
卿
也
遂
以
為
家
珍
焉
╱
正
四
位
下
行
左
近
衛
中
将
兼
加
賀
守

菅
原
朝
臣
╱
綱
紀
再
拝
頓
首
誌
之
」
と
、
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
後

水
尾
天
皇
が
下
賜
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
箱
書
か
ら
、
古
態

を
と
ど
め
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
行
の
注
釈
書
や
論
考
の
大

半
が
、
前
田
本
に
依
拠
す
る
。
前
田
本
系
統
の

９
）

諸
本
に
は
、
毘
沙
門
堂

本
、
桂
宮
本
、
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
、
柏

10
）

亭
本
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
前
田
本
と
本
文
を
同
じ
く
す
る
の
は
、
毘
沙
門
堂
本
の
み
で
、

他
の
諸
本
は
巻
に
よ
っ
て
は
浜
田
本
系
統
を
有
す
る
な
ど
、
そ
の
系
統
内

で
も
二
分
さ
れ
る
。

浜
田
本
系
統
は
、
木
曽
本
系
統
と
共
通
す
る
祖
本
を
比
較
的
忠
実
に
書

写
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
、
後
述
の
木
曽
本
系
統
と
異
な
り
、
校

訂
作
業
の
痕
跡
は
と
ど
め
て
い
な
い
。
が
、
誤
写
を
文
意
の
通
る
よ
う
に

直
し
た
り
、
異
本
注
記
を
本
行
本
文
に
組
み
込
ん
だ
り
と
、
少
な
か
ら
ず

改
変
の
痕
跡
が
あ
る
。
異
本
注
記
は
前
田
本
と
一
致
し
て
い
る
も
の
も
多

い
。
浜
田
本
系
統
自
体
の
特
徴
は
乏
し
い
。
浜
田
本
を
底
本
と
し
た
注
釈

書
は
、
原
田
芳
起
『
宇
津
保
物
語

上
・
中
・
下
』（
角
川
文
庫
、
一
九

六
九
）
の
み
で
あ
る
。
浜
田
本
系
統
の
諸
本
に
は
、
内
閣
文
庫
本
、
彰
考

館
本
、
紀
氏
本
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
三
系
統
の
う
ち
、
木
曽
本
系
統
は
、
中
村
が
系
統
と
し
て
立

11
）

て
て

以
降
、
現
在
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
本
文
系
統
で
あ
っ

た
。「
木
曽
本
」
と
い
う
呼
称
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。
新
美
哲
彦
は

「
近
世
に
つ
く
ら
れ
た
校
本
の
校
異
に
木
曽
本
と
の
記
載
が
見
え
る
の
で
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そ
こ
か
ら
の
命
名
か
と
思
わ

12
）

れ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
木
曽
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
断
簡

か
ら
、
近
世
前
期
の
三
条
西
家
周
辺
が
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た

13
）

こ
と
。
そ

し
て
、
木
曽
本
系
統
の
主
な
特
徴
と
し
て
、
諸
本
す
べ
て
に
注
記
、
振
り

仮
名
、
宛
字
、
読
点
が
付
さ
れ
、
校
訂
作
業
を
経
た
本
文
で
あ
る

14
）

こ
と
、

で
あ
る
。

現
行
の
注
釈
書
の
大
半
が
、
前
田
本
を
底
本
と
す
る
よ
う
に
、
近
年
の

本
文
研
究
は
、
校
訂
作
業
を
経
て
お
ら
ず
、
古
態
を
と
ど
め
る
と
さ
れ
る

前
田
本
を
、
ど
こ
ま
で
平
安
期
の
様
相
の
本
文
に
近
づ
け
て
再
現
で
き
る

か
、
に
重
き
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
近
世
に
か
け
て

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
本
文
を
整
定
す
る
動
き
が
あ
っ
た
事
実
を
見
逃
し
て

は
な
ら
ず
、
そ
の
本
文
を
ど
う
整
定
し
た
か
と
い
う
近
世
期
の
享
受
の
側

面
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、

木
曽
本
系
統
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
は
、
荻
野
由
之
本
、
中
村
本
、
蓬
左
文

庫
本
、
久
曽
神
本
、
岸
本
由
豆
流
本
、
岡
本
文
庫
本
の
六
本
が
確
認
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
所
在
の
不
明
で
あ
る
中
村
本
、
岸
本
由
豆
流
本
を
除
い

た
四
本
は
、
他
系
統
と
異
な
る
顕
著
な
特
徴
を
共
通
し
て
有
す
る
。
そ
れ

は
、
朱
引
に
よ
る
抹
消
で
あ
る
。
こ
の
朱
引
は
、
楼
の
上
上
・
下
巻
で
四

箇
所
存
す
る
。
以
下
に
掲
出
す
る
。

①

更
に
取
う
こ
か
し
直
す
へ
き
に
も
あ
ら
さ
り
け
り
と
見
給
ふ

そ
の
ゝ
ち
に
大
弁
し
げ
の
ゝ
わ
ら

は
み
こ
の
婿
な
り
し
か
ば

（
久
曽
神
本
╱
上
巻
五
三
オ
）

②

夏
の
れ
う
の
う
へ
の
袴
き
た
り

殿
の
内
宮
た
ち
殿
は

ら
出
車
し
給
ゐ
あ
つ
ま
れ
り

（
同
╱
同
八
七
ウ
）

③

た
ゝ
の
四
位
五
位
も
い
と
い
か
め
し

こ

な
た
の
も
廿
あ
る
を

（
同
╱
同
八
九
オ
）

④

大
将
の
御
心
は
へ
も
め
つ
ら
か
に
い
よ
〳
〵
世
に
な
き
さ
ま
に
て

親
も
子
を
も
も
て
な
し
か
し
つ
き
給
こ
と
ゝ
お
ほ
し
の
給
は
ぬ
な

し

（
同
╱
下
巻
一
二
六
ウ
〜
一
二
七
オ
）

朱
引
箇
所
の
う
ち
、
①
・
④
は
草
子
地
、
②
は
現
行
の
注
釈
書
で
絵
詞
と

さ
れ
る
箇
所
、
③
は
文
意
不
通
の
箇
所
で
あ
る
。

通
常
、
朱
書
さ
れ
た
箇
所
は
、
後
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
お
い
て
、
朱
引
が
同
一
で
あ
る
の

は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
親
本
の
朱
筆
に
従
い
、
忠
実
に
写
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
木
曽
本
系
統
の
諸
本
の
う
ち
、
岸
本
由
豆
流
本
の
存
在

は
、
当
時
の
国
学
者
が
、
少
な
く
と
も
木
曽
本
系
統
の
写
本
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
学
者
た
ち
の
間
で
読
ま
れ
て
い

た
、
も
し
く
は
研
究
さ
れ
て
い
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
写
本
に
、
校
訂
作

業
を
経
た
木
曽
本
系
統
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
よ
う

な
木
曽
本
系
統
と
、
別
物
語
に
仕
立
て
た
『
か
や
く
き
物
語
』
の
間
に
、

何
か
関
係
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
、
木
曽
本
系
統
と
『
か
や
く

き
物
語
』
の
関
係
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
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四
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
と

『
か
や
く
き
物
語
』

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、『
か
や
く
き
物
語
』
は
、
木
曽
本
系
統
の
本

文
を
基
に
、
本
文
の
整
定
を
し
た
写
本
で
あ
る
。
前
節
で
示
し
た
、
木
曽

本
系
統
に
共
通
し
て
有
す
る
朱
引
に
よ
る
抹
消
部
分
は
、『
か
や
く
き
物

語
』
で
は
、
す
べ
て
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
掲
出
す
る
。
四
角
囲

み
が
朱
引
箇
所
に
該
当
す
る
。

①′

更
に
取
う
こ
か
し
直
す
へ
き
に
も
あ
ら
さ
り
け
り
と
見
給
ふ

イ
治
部
卿
は

・

そ
の
ゝ
ち
に
大
弁
し
げ
の
ゝ
わ
ら
は
み
こ
の
婿
な
り
し

か
ば

（
黒
川
本
╱
上
巻
四
一
オ
〜
四
一
ウ
）

②′

夏
の
れ
う
の
う
へ
の
袴
き
た
り

殿
の
内
宮
た
ち
殿
は
ら
出
車
し

給
ゐ
あ
つ
ま
れ
り

（
同
╱
同
六
八
ウ
）

③′

た
ゝ
の
四
位
五
位
も
い
と
い
か
め
し

こ
な
た
の
も
廿
あ
る
を

（
同
╱
同
六
九
ウ
）

④′

大
将
の
御
心
は
へ
も
め
つ
ら
か
に
い
よ
〳
〵
世
に
な
き
さ
ま
に
て

親
も
子
を
も
も
て
な
し
か
し
つ
き
給
こ
と
ゝ
お
ほ
し
の
給
は
ぬ
な

し

（
同
╱
下
巻
九
九
ウ
）

①′
〜
④′
の
う
ち
、
①′
に
は
「
イ
治
部
卿
は
」
と
い
う
異
本
注
記
が
あ
る
。

一
〇
行
本
は
、
こ
の
異
本
注
記
を
有
す
る
が
、
本
行
本
文
に
は
含
め
な
い

形
で
書
写
す
る
。
一
五
行
本
に
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
異
本
注
記
が
な
い
。

か
く
し
て
、
木
曽
本
系
統
の
朱
引
に
よ
る
抹
消
部
分
は
、『
か
や
く
き

物
語
』
の
諸
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
本
文
の
整

定
は
、
木
曽
本
系
統
か
ら
『
か
や
く
き
物
語
』
へ
と
、
独
立
し
た
一
つ
の

物
語
に
仕
立
て
る
上
で
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
、『
か
や

く
き
物
語
』
を
基
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
の
写
本
に
朱
引
を

し
た
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
木
曽
本
に
そ
の
朱
引
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
説
明
が
つ
か
な
い
。
木
曽
本
系
統
の
う
ち
、
ど
こ
か
の
時
点
で

朱
引
が
な
さ
れ
、
書
写
し
て
い
く
過
程
で
朱
引
も
写
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、『
か
や
く
き
物
語
』
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』

木
曽
本
系
統
か
ら
楼
の
上
上
・
下
巻
を
個
別
の
物
語
と
し
て
仕
立
て
た
と

言
え
る
。

ま
た
、
注
記
の
上
で
も
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
か
ら
『
か
や

く
き
物
語
』
へ
の
伝
流
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
か
や
く
き
物
語
』

で
は
、
上
巻
（
京
大
本
は
一
・
二
巻
）
に
集
中
し
て
、
注
記
を
共
通
し
て

有
す
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
一
〇
行
本
》
╱
《
一
五
行
本
》

①

す
き
や
う

せ

う

イ

殿
（
一
ウ
）
╱

せ

う

イ

す
き
や
う

て
ん殿

（
一
巻
・
一
オ
）

②
は
た
む
ら

廿

匹
（
九
ウ
）
╱

は
た
む
ら

廿

匹
（
同
・
五
オ
）

③

さ
う
す
け

装

束

し
て
（
一
八
ウ
）
╱

装

束

さ
う
す
か
し
て
（
同
・
九
ウ
）

④

ゑ
ん
し

源

氏

の
中
納
言
（
二
八
ウ
）
╱

源

氏

く
ゑ
ん
し
の
中
納
言
（
同
・
一

四
ウ
）

⑤

そ
わ
う

孫

王

の
君
（
二
九
ウ
）
╱

孫

王

そ
わ
う
の
君
（
同
・
一
五
オ
）

⑥

き
や
う
こ
く

京

極

（
三
五
オ
）
╱

京

き
や
う
こ
く
（
同
・
一
七
ウ
）

⑦

辞し
す
（
三
五
オ
）
╱
し
す
（
同
・
一
八
オ
）

―10―



⑧

く
ゑ
ん
し

源

氏

の
君
（
四
〇
オ
）
╱
く
ゑ
ん
し

源

氏

の
君
（
同
・
二
〇
ウ
）

⑨

す涼
ゝ
し
の
中
納
言
（
四
三
オ
）
╱

涼

す
ゝ
し
の
中
納
言
（
同
・
二
二

オ
）

⑩

せ
う
ら

浅

香

（
四
五
オ
）
╱

浅

香

せ
か
う
（
同
・
二
三
オ
）

す

は

う

か

す
れ
う
の
（
四
五
オ
）
╱

す

は

う

す
れ
う
の
（
同
・
二
三
オ
）

ら
て
ん

螺

（
四
五
ウ
）
╱
ら
て
ん

螺

（
同
・
二
三
オ
）

く
ゑ
ん
し

源

（
四
九
オ
）
╱
く
ゑ
ん
し

源

（
二
巻
・
二
ウ
）

公

務

こ
か
む
の
事
（
四
九
ウ
）
╱

公

務

か

こ
か
む
の
事
（
同
・
三
オ
）

こ
は

碁

盤

の
こ碁
（
五
二
ウ
）
╱
ご
ば

碁

盤

の
ご碁
（
同
・
四
ウ
）

あ
い
き
や
う

愛

形

（
五
三
オ
）
╱
あ
い
き
や
う

愛

形

（
同
・
五
オ
）

ふ
た
あ
ゐ

藍

（
六
七
オ
）
╱
ふ
た
あ
ゐ

藍

（
同
・
一
二
ウ
）

し
た
か
さ
ね

襲

（
六
八
オ
）
╱
し
た
か
さ
ね

襲

（
同
・
一
三
オ
）

は
し

櫨

（
六
八
オ
）
╱
は
し

櫨

（
同
・
一
三
オ
）

こ
せ

御

前

（
七
三
ウ
）
╱
こ
せ

御

前

（
同
・
一
六
オ
）

え
は
し
（
七
七
ウ
）
╱
え
は
し
（
同
・
一
八
オ
）

こ
よ
ひ

透

蚫

（
七
九
オ
）
╱
こ
よ
ひ

透

蚫

（
同
・
一
九
オ
）

か
う
ら

高

欄

（
八
二
オ
）
╱
か
う
ら

高

欄

（
同
・
二
〇
ウ
）

掲
げ
た
注
記
の
う
ち
、
大
半
は
宛
字
や
振
り
仮
名
で
あ
る
。
ま
れ
に
①
・

⑩
・

の
よ
う
に
、
異
本
注
記
や
、
文
意
不
通
な
箇
所
に
対
す
る
注
記
が

あ
る
。
一
五
行
本
は
、
⑥
で
、
注
記
が
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
一

〇
行
本
と
注
記
の
上
で
も
一
致
す
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
注
記
は
墨
書
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
〇
行

本
の
場
合
、
①
〜

以
外
に
、
朱
書
さ
れ
た
注
記
が
散
在
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ど
の
よ
う
な
差
異
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

木
曽
本
系
統
で
あ
る
、
蓬
左
文
庫
本
・
久
曽
神
本
・
荻
野
由
之
本
・
岡

本
文
庫
本
の
四
本
の
注
記
を
調
べ
て
み
る
と
、『
か
や
く
き
物
語
』
に
共

通
す
る
①
〜

の
注
記
と
、
す
べ
て
一
致
す
る
。
木
曽
本
系
統
で
あ
る
四

本
の
う
ち
、
岡
本
文
庫
本
に
限
っ
て
は
、
注
記
の
大
半
を
振
り
仮
名
に
し

て
い
る
た
め
、
一
見
他
本
と
注
記
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
岡
本
文
庫
本
も
同
じ
で
あ
る
。
他
本
が
、
仮
名
表
記
す
る
本
行
本
文

の
横
に
、
宛
字
の
注
記
を
す
る
の
に
対
し
、
岡
本
文
庫
本
は
、
宛
字
の
漢

字
表
記
に
本
行
本
文
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
他
本
に
あ
る

宛
字
の
注
記
が
、
岡
本
文
庫
本
で
は
、
本
行
本
文
の
漢
字
表
記
に
あ
た

る
。
そ
し
て
、
岡
本
文
庫
本
の
注
記
は
、
宛
字
の
代
わ
り
に
、
振
り
仮
名

を
施
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
本
と
注
記
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る

の
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
木
曽
本
系
統
の
注
記
は
同
一
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
記
さ
れ
た
注
記
箇
所

を
、『
か
や
く
き
物
語
』
は
、
宛
字
も
し
く
は
振
り
仮
名
を
中
心
に
取
捨

選
択
し
て
、
墨
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
行
本
文
と
同
様
、

注
記
も
そ
の
ま
ま
木
曽
本
系
統
の
諸
本
の
注
記
を
書
き
写
し
た
の
で
あ

る
。
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で
は
、
一
〇
行
本
に
見
ら
れ
る
朱
書
の
注
記
は
、
何
か
。
お
そ
ら
く
、

『
か
や
く
き
物
語
』
の
本
文
を
整
定
し
、
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
あ
る
注

記
が
墨
書
し
、
さ
ら
に
他
本
と
の
本
文
異
同
を
横
に
掲
げ
る
た
め
に
朱
書

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
行
本
文
及
び
墨
書
の
注
記
は
木
曽
本
系
統
に
拠

る
が
、
朱
書
し
た
注
記
は
、
他
本
と
の
比
較
に
お
い
て
、『
か
や
く
き
物

語
』
を
生
成
し
た
後
に
、
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
裏
付
け
と

な
る
の
が
、
前
掲
①
の
木
曽
本
系
統
の
諸
本
が
有
す
る
異
本
注
記
で
あ

る
。
単
に
、
異
本
注
記
の
み
を
色
分
け
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
①
の

異
本
注
記
も
朱
書
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
は
、
木
曽
本
系
統
と
は
異
な
る
注
記
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

う
し
た
峻
別
意
識
が
あ
っ
た
た
め
、
①
は
墨
書
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
一
五
行
本
で
は
、
一
〇
行
本
に
な
い
箇
所
も
墨
書
し
て
い
る
。

ひ

ん

づ

ひ
つ
ら
ゆ
ひ
給
へ
る
は
（
一
巻
・
一
四
オ
）

御
ふ

とつ
く
ろ
よ
り
引
出
て

ふ

と

こ

ろ

と

同

事

也

（
同
・
二
〇
オ
）

御
ち乳
ほ
し
う
（
二
巻
・
五
ウ
）

み
ゆ
き

幸

あ
る
へ
く
（
同
・
六
オ
）

試
み
に
掲
出
し
た
四
例
は
、
す
べ
て
木
曽
本
系
統
に
存
在
す
る
注
記
で
あ

る
。
一
五
行
本
で
は
、
一
〇
行
本
を
親
本
と
し
な
が
ら
、
そ
の
注
記
の
大

半
を
、
木
曽
本
系
統
の
注
記
か
ら
摂
取
し
て
い
る
。
無
論
、
一
〇
行
本
と

改
行
・
改
丁
・
改
冊
箇
所
も
同
じ
木
曽
本
系
統
の
写
本
が
あ
っ
た
可
能
性

は
あ
る
。
が
、
現
存
す
る
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
は
一
〇
行
本
と
同
形
態

の
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
は
そ
の
注
記
を
記
し
た
人
物
は
、
木
曽

本
系
統
を
重
ん
じ
て
い
た
と
考
え
て
お
く
他
は
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
し

て
、
墨
書
の
注
記
は
、
木
曽
本
系
統
の
注
記
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
朱

書
の
注
記
と
は
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
朱
書
さ
れ
た
異
本
注
記
は
、
一
〇
行
本
の
諸
本
の
間
で
、
少
な

か
ら
ず
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
一
致
を
見
せ
て
い
る
。
最
初
に

朱
書
し
た
注
記
を
、
前
に
倣
う
形
で
、
朱
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
の

異
本
注
記
で
も
、
本
行
本
文
と
同
様
に
、
忠
実
な
書
写
を
重
ん
じ
て
い
た

と
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
行
本
文
、
注
記
を
吟
味
す
る
と
、
初
め
に
『
う
つ
ほ

物
語
』
木
曽
本
系
統
の
諸
本
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
形
で
『
か
や

く
き
物
語
』
が
、
本
文
を
整
定
し
、
注
記
を
取
捨
選
択
し
て
墨
書
し
、
他

本
と
の
異
同
を
異
本
注
記
と
し
て
朱
書
し
て
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や

は
り
、『
か
や
く
き
物
語
』
が
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
を
基
に
、

楼
の
上
上
・
下
巻
を
独
立
さ
せ
て
作
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。

お
わ
り
に
｜
残
さ
れ
た
諸
問
題

か
く
し
て
、『
か
や
く
き
物
語
』
の
伝
来
と
成
立
を
述
べ
て
き
た
。
纏

め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・『
か
や
く
き
物
語
』
に
は
一
〇
行
本
と
一
五
行
本
が
あ
り
、
一
〇
行

本
を
基
に
書
写
し
た
の
が
、
一
五
行
本
で
あ
る
。

・『
か
や
く
き
物
語
』
の
本
文
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
の
朱

引
箇
所
を
取
り
除
い
て
、
本
文
を
整
定
し
て
い
る
。

・
注
記
は
、
木
曽
本
系
統
の
諸
本
に
あ
る
注
記
は
墨
書
、『
か
や
く
き

物
語
』
の
生
成
後
に
行
っ
た
注
記
は
朱
書
で
あ
る
。
墨
書
は
大
半
が

宛
字
お
よ
び
振
り
仮
名
。
朱
書
の
大
半
は
異
本
注
記
で
あ
る
。
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・『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
か
ら
、『
か
や
く
き
物
語
』
へ
と
伝
流

し
た
。

早
い
段
階
か
ら
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
木
曽
本
系
統
が
、
校
訂
作
業
を
経

て
い
た
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
世
期
に

は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
ど
の
本
文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
詳
し
い

こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
あ
る
系
統
の
本
文
に
偏
重
し
て
い
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
傾
向
は
特
に
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
も
詳
し
い
こ

と
は
定
か
で
は
な
い
。『
か
や
く
き
物
語
』
の
諸
本
は
、
江
戸
中
期
に
書

写
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
お
そ
ら
く
成
立
も
江
戸
中
期
頃
で
あ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
あ
え
て
触
れ
な
か
っ
た
が
、
最
初
に
『
か
や

く
き
物
語
』
を
誰
が
生
成
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
お
そ
ら

く
、
国
学
者
た
ち
の
文
化
圏
の
中
で
生
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ

う
。
国
学
者
た
ち
の
時
代
の
中
で
、『
か
や
く
き
物
語
』
が
生
成
さ
れ
た

点
は
、
木
曽
本
系
統
の
校
訂
作
業
の
末
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
木
曽
本
系

統
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
享
受
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
後
、
近
世
期
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
享
受

を
考
え
る
上
で
、
木
曽
本
系
統
お
よ
び
国
学
者
の
文
化
圏
を
、
さ
ら
に
精

査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、『
か
や
く
き
物
語
』
に
残
さ
れ
た
諸
問
題
に
関
し
て
、
触
れ

て
お
き
た
い
。
以
下
の
問
題
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
考
え
ら
れ

る
可
能
性
を
提
示
し
て
お
く
。

⑴

何
故
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
中
か
ら
、
楼
の
上
上
・
下
巻
だ
け

を
抽
出
し
た
か
。

ま
ず
、
何
故
、『
う
つ
ほ
物
語
』
楼
の
上
上
・
下
巻
で
あ
る
か
と
い
う

点
に
関
し
て
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
各
巻
の
独
立
性
が
高
い
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
殊
に
、
楼
の
上
上
・
下
巻
は
、
巻
序
で
は
最
終
巻
に
あ
た
る
。
琴

の
伝
授
と
弾
琴
が
物
語
の
中
心
に
あ
り
、
他
巻
の
繫
が
り
が
希
薄
な
巻
と

い
う
理
由
が
一
つ
考
え
ら
れ
る
。

『
か
や
く
き
物
語
』
の
よ
う
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
あ
る
巻
を
抽
出
し

て
、
個
別
の
物
語
に
し
た
も
の
に
は
、
例
え
ば
、『
こ
ま
の
の
物
語
』
と

い
う
、
吹
上
上
巻
を
抽
出
し
た
作
品
が
挙
げ
ら

15
）

れ
る
。
楼
の
上
上
・
下
巻

に
限
ら
ず
、『
う
つ
ほ
物
語
』
は
巻
の
独
立
性
が
高
い
た
め
、
抽
出
の
し

や
す
さ
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

次
に
、
何
故
、
別
物
語
に
し
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
は

一
つ
の
可
能
性
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
荒
木
田
麗
女
が
擬
古
物
語
を
創
作

し
て
い
た
よ
う
に
、
近
世
期
に
は
擬
古
物
語
の
創
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、『
う
つ
ほ
物
語
』
が
他
の
巻
と
の
繫
が
り
が
希

薄
で
あ
る
点
を
利
用
し
、
外
題
を
変
え
て
、
個
別
の
物
語
と
し
て
仕
立
て

た
、
と
考
え
ら

16
）

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
後

述
す
る
⑵
・
⑶
の
問
題
と
関
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
が
独
立
性
の
高
い
巻
を
有
す
る
物
語

で
あ
る
こ
と
、
楼
の
上
上
・
下
巻
が
他
巻
と
の
繫
が
り
が
希
薄
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
近
世
期
の
擬
古
物
語
創
作
の
一
環
と
い
う
可
能
性
か
ら
、

『
う
つ
ほ
物
語
』
よ
り
抽
出
さ
れ
、
別
物
語
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑵

最
初
に
「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し
た
人
物
は
、
こ
れ
を

『
う
つ
ほ
物
語
』
と
認
識
し
て
い
た
か
。

⑴
と
連
動
し
て
、
個
別
の
物
語
と
し
て
「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し
た
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人
物
に
は
、
次
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。

《
Ｘ
》
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
認
識
し
て
、「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し

た
。

《
Ｙ
》
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
分
か
ら
ず
に
、「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し

た
。

前
述
の
よ
う
に
、『
か
や
く
き
物
語
』
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統

を
基
に
、
本
文
を
整
定
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
認

識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。《
Ｘ
》
で
あ
る
場
合
、
ま
た
次
の
二
通
り

が
可
能
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

《
X
》

読
者
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
新
し

い
物
語
と
し
て
出
し
た
。

《
X
》

識
者
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
分
か
る
だ
ろ
う
と
認
識
し
な
が

ら
、
新
し
い
物
語
と
し
て
出
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
、《
Ｙ
》
の
場
合
も
考
え
得
る
。
木
曽
本
系
統
の
外

題
は
、「
う
つ
ほ
物
語
」
と
は
記
さ
れ
ず
、
巻
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
最

初
に
「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し
た
人
物
が
、
二
〇
帖
揃
い
の
『
う
つ
ほ

物
語
』
木
曽
本
系
統
を
所
持
し
て
い
る
場
合
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
認
識

す
る
が
、
仮
に
楼
の
上
上
・
下
巻
し
か
所
持
し
て
い
な
い
場
合
、
認
識
で

き
な
か
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

⑶

『
か
や
く
き
物
語
』
の
書
写
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
『
う
つ
ほ
物

語
』
と
認
識
し
て
い
た
か
。

さ
ら
に
、
⑵
と
連
動
し
て
、
書
写
者
の
問
題
が
あ
る
。
読
者
で
あ
る
書

写
者
に
も
、
次
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。

《
Ｐ
》
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
分
か
っ
て
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
一
部
と
し

て
認
識
し
た
。

《
Ｑ
》
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
分
か
ら
ず
、
新
し
い
物
語
と
し
て
認
識
し

た
。

最
初
に
「
か
や
く
き
物
語
」
と
題
し
て
出
し
た
際
、
書
写
者
が
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
た
か
は
、
個
別
に
認
識
が
異
な
る
の
か
、
皆
認
識
が
同
じ

で
あ
っ
た
の
か
も
含
め
、
定
か
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
⑵
・
⑶
の
問
題
は
、《
Ｘ
》・《
Ｙ
》・《
Ｐ
》・《
Ｑ
》
の
状
況

が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
『
か
や
く
き
物
語
』
一
〇
行
本
に
あ
る
、

朱
書
の
異
本
注
記
か
ら
、《
Ｘ
》・《
Ｐ
》
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
木
曽
本
系
統
を
基
に
、『
か

や
く
き
物
語
』
の
本
文
が
整
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、《
Ｘ
》
の
可
能
性
は

高
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
所
持
し
て
い
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
帖
数

次
第
で
、《
Ｙ
》
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

そ
の
点
を
解
決
す
る
の
が
、
一
〇
行
本
が
有
す
る
朱
書
の
異
本
注
記
で

あ
ろ
う
。
朱
書
の
異
本
注
記
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
本
文
を
Ａ
本
、
Ｂ
本
、

Ｃ
本
…
と
見
て
書
く
必
要
が
あ
る
。
一
〇
行
本
は
、
前
述
の
通
り
、
本
文

や
墨
書
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
た
め
、
朱
書
の
異
本
注
記
は
、『
か
や
く

き
物
語
』
で
は
な
い
別
の
写
本
、
す
な
わ
ち
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
を

見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
場
合
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸

本
は
、
木
曽
本
系
統
に
限
ら
な
い
。
木
曽
本
系
統
の
諸
本
間
で
は
、
本
文

の
異
同
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
複
数
の

系
統
本
文
の
写
本
を
見
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
朱
書
の
注
記
か
ら
分
か
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
〇
行
本
間
で
は
、
朱
書
の
異
本
注
記
の
有
無
が
異
な
る
箇
所
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が
存
在
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
注
記
を
付
し
た
人
物
に
よ
っ
て
、
見
た

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
が
、
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
、
注

記
を
付
し
た
人
物
は
い
ず
れ
も
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
認
識
し
て
い
た
こ

と
を
も
意
味
す
る
。
従
っ
て
、《
Ｐ
》
と
考
え
ら
れ
る
。《
Ｐ
》
の
場
合
、

『
か
や
く
き
物
語
』
が
識
者
の
間
で
、
行
き
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
た
め
、
個
別
の
物
語
に
仕
立
て
た
人
物
も
、
識
者
で
あ

り
、《
X
》
と
し
て
創
作
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
い
わ
ば
〞
偽
書
〝

と
し
て
、『
か
や
く
き
物
語
』
を
生
成
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑴
〜
⑶
の
諸
問
題
は
、
近
世
期
に
『
う
つ
ほ
物
語
』
が
ど
れ
ほ
ど
享
受

さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
上
で
、
今
後
考
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
考
を
俟
ち
た
い
。

注１
）

以
下
の
引
用
は
、『
為
忠
家
後
度
百
首
』・『
千
五
百
番
歌
合
』
が
新
編
国
歌

大
観
、『
惺
窩
和
歌
集
』
が
新
編
私
家
集
大
成
に
拠
る
。
歌
番
号
も
同
様
で
あ

る
。
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

２
）

中
村
忠
行
「
宇
津
保
物
語
に
関
す
る
展
観
書
目
録
（
附
解
説
）」（『
日
本
文

学
研
究
叢
書

平
安
朝
物
語
Ⅱ
』
有
精
堂
、
一
九
七
四
）
参
照
。
な
お
、
伝
本

に
関
す
る
詳
細
な
解
説
は
、
以
下
を
参
照
。

片
寄
正
義
「
宇
津
保
物
語
傳
本
考
」（『
国
語
国
文
』
七
―
二
、
一
九
三
七
）

笹
淵
友
一
「
う
つ
ほ
物
語
諸
本
解
題
」（
西
村
宗
一
・
笹
淵
友
一
編
『
校
本
う

つ
ほ
物
語

俊
蔭
巻
』
興
文
社
、
一
九
四
〇
）

吉
田
幸
一
「
宇
津
保
物
語
の
諸
本
」（『
宇
津
保
物
語
新
論
』
古
典
文
庫
、
一
九

五
八
）

３
）

高
橋
亨
「
物
語
の
発
端
の
表
現
構
造
」（『
物
語
文
芸
の
表
現
史
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
一
九
八
七
）
参
照
。

４
）

本
稿
で
掲
出
す
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
及
び
『
か
や
く
き
物
語
』
諸
本
の
本
文

は
、
以
下
の
原
本
・
影
印
に
拠
る
。（

）
内
は
請
求
記
号
。

○
う
つ
ほ
物
語

久
曽
神
本
…
久
曽
神
昇
『
俊
景
本
宇
津
保
物
語
と
研
究

資
料
篇
第
一
〜
三

巻
』（
ひ
た
く
書
房
、
一
九
八
三
〜
一
九
八
五
）

○
か
や
く
き
物
語

黒
川
本
…
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
写
本
（57

）

狩
野
本
…
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
写
本
（
狩/

第4

門/11390/2

冊
）

慶
大
本
…
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
写
本
（JL

/1A
/368～

369

）

京
大
本
…
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
写
本
（
国
文
学/N

f 1/2

）

５
）

た
だ
し
、
京
大
本
に
は
、
錯
簡
と
も
判
別
し
難
い
箇
所
が
存
在
す
る
。
一
〇

行
本
下
巻
の
冒
頭
「
か
く
て
つ
と
め
て
の
」
が
、
京
大
本
で
は
三
巻
冒
頭
か
ら

書
写
さ
れ
て
い
な
い
。
京
大
本
で
は
、
三
巻
一
オ
「
給
か
き
あ
は
せ
給
へ
る
ほ

と
に
」
か
ら
一
ウ
「
い
か
ゝ
と
も
の
せ
さ
せ
給
へ
る
」
ま
で
一
丁
分
書
写
し
た

後
に
、
二
オ
か
ら
一
〇
行
本
の
下
巻
冒
頭
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
順
序

に
直
す
と
、
二
オ
↓
二
ウ
↓
一
オ
↓
一
ウ
↓
三
オ
…
が
正
し
い
。
こ
れ
が
、
何

に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
現
時
点
で
は
明
確
な
解
答
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。

６
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
「
う
つ
ほ
物
語
」
の
項
に
お
い
て
、
執
筆
担

当
の
野
口
元
大
が
、
同
分
類
で
四
系
統
と
す
る
。

７
）
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
共
通
祖
本
及
び
位
置
関
係
に
関
し
て
は
、
新
美
哲
彦
の

一
連
の
論
稿
が
あ
る
。
以
下
を
参
照
。
な
お
、
ａ
〜
ｃ
の
論
稿
の
う
ち
、
現
存

の
『
う
つ
ほ
物
語
』
諸
本
が
、
二
次
共
通
祖
本
か
ら
派
生
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
の
は
ｂ
で
あ
る
。

ａ

新
美
哲
彦
「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
伝
流
｜
幽
斎
本
・
三
条
西
家
断
簡
か
ら

｜
」（『
平
安
朝
文
学
研
究
』
復
刊
九
、
二
〇
〇
〇
）

ｂ

同
「『
う
つ
ほ
物
語
』
共
通
祖
本
の
特
質
」（『
中
古
文
学
』
六
八
、
二
〇

〇
一
）

ｃ

同
「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
｜
主
要
四
系
統
の
位
置
関
係
及
び
性
格
｜
」

（『
国
文
学
研
究
』
一
三
七
、
二
〇
〇
二
）

８
）

前
田
本
に
関
し
て
は
、
注
一
前
掲
書
の
他
に
、
以
下
を
参
照
。

笹
淵
友
一
「
前
田
本
宇
津
保
物
語
解
説
」（『
宇
津
保
物
語
一
』
古
典
文
庫
、
一
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九
五
七
）

中
村
忠
行
「
前
田
家
十
三
行
本
『
宇
津
保
物
語
』
そ
の
他
」（『
宇
津
保
物
語
研

究
会
会
報
』
二
、
一
九
六
九
）

ａ

室
城
秀
之
「
前
田
家
本
『
う
つ
ほ
物
語
』
は
ど
の
よ
う
な
本
か
」（『
物
語

研
究
会
会
報
』
二
八
、
一
九
九
七
）

ｂ

同
「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
注
釈
・
本
文
」（『
国
文
学
』
四
三
｜
二
、
一
九

九
八
）

９
）
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
諸
本
の
呼
称
は
、
注

２
）の
中
村
論
文
に
従
っ
た
。
そ

れ
に
示
さ
れ
て
い
な
い
伝
本
に
限
り
、
所
蔵
先
を
明
記
し
た
。

10
）

柏
亭
本
に
関
し
て
は
、

川
優
子
「
柏
亭
本
『
う
つ
ほ
物
語
』（
広
島
大
学

蔵
）
の
特
色

そ
の
一
・
二
・
三

」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
一
一
・
一
五
・

一
六
、
一
九
九
八
、
二
〇
〇
〇
・
七
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
で
異
同
を
含
め
、

紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

11
）

注

２
）の
中
村
論
文
参
照
。

12
）

注

７
）の
新
美
論
文
ａ
参
照
。
併
せ
て
、
注

２
）の
吉
田
論
文
も
参
照
。

13
）

注

７
）の
新
美
論
文
ａ
参
照
。

14
）

注

７
）の
新
美
論
文
ａ
、
注

８
）の
室
城
論
文
ａ
参
照
。

15
）
『
こ
ま
の
の
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。『
こ
ま
の
の
物

語
』
の
資
料
紹
介
は
、

川
優
子
「
広
島
大
学
蔵
『
こ
ま
の
の
物
語
』
の
ま
や

か
し
｜『
う
つ
ほ
物
語
』
伝
流
過
程
に
お
け
る
一
様
相
｜
」（『
古
代
中
世
国
文

学
』
一
七
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。

16
）

注

２
）中
村
論
文
に
は
、「
宇
津
保
の
伝
本
中
に
は
「
栄
華
物
語
」・「
続
う

つ
ぼ
」・「
桂
中
納
言
」
等
、
他
の
書
名
を
冠
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
あ
り
、
そ

の
例
と
し
て
「
か
や
く
き
」「
か
や
く
き
物
語
」「
続
う
つ
ほ
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。『
う
つ
ほ
物
語
』
に
別
の
外
題
を
付
す
こ
と
は
、
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

【
付
記
】

貴
重
な
資
料
の
利
用
に
際
し
て
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
慶
應
義
塾
大

学
図
書
館
、
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

図
書
館
よ
り
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
書

誌
に
関
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
の
佐
々
木
孝
浩
先
生

よ
り
数
多
く
の
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。
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